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学生広報スタッフ大募集！
広報誌作成グループでは、県大 jiman の作成に参加してくれる学生を募集しています。
私たちと一緒に、県大の素敵な「jiman」をしてみませんか。
デザインや編集の専門知識が無くても大丈夫です。
外部のデザイナーさんや編集者を招いて勉強会なども行う予定ですので、
興味のある方は、気軽にお問い合わせください。
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21 号のテーマは「know」です。知っていること、知らないこと、知ってほし

いこと、知りたいこと、世の中にはたくさんの「know」の種があります。

今回、下宿生・自宅生の生活に迫る「県大生の１日に密着！」、県大 jiman 完成

への道のり「県大 jiman ができるまで」をはじめとした 5つの種を蒔きました。

県大 jiman をきっかけに「know」を育て、世界を広げてみませんか？

思いもよらないところに「know」の種があるかもしれません。

県大生の１日に密着！
特集 1
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チョコレート常備は必須。
地域文化学科　３年　小林真紀子

塀がなく開放的。近隣の方が散歩に
来られることも。
事務局　今村圭吾

人間文化学部棟にいます。
ぜひ探してみてください。

人間関係学科　２年　山根光穂子

人なつっこいヒツジと、
人見知りのヒツジがいます。

事務局　山奥桂司

春は桜が綺麗に咲きます。
桜並木は一見の価値あり。

人間関係学科　2 年　樋口怜奈

雪が降ると大学一面真っ白に。
雪だるまが作り放題。
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環濠の花筏。年に数回しか
見れない光景です。

機械システム工学科　3 年　吉川知秀

生活デザイン学科　４年　本保 絵莉子
生活デザイン学科　４年　小川 萌香
生活デザイン学科　４年　林 晶
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OB　高杉 昭吾

鴨が可愛いかも。
国際コミュニケーション学科　

2 年　足立実音
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生活栄養学科　2年
石田真那華さん
愛知県出身

国際コミュニケーション学科　2年
岡﨑創平さん
滋賀県出身

自分で色々できるようになります。

実家から大学が遠いからです。
自炊しています。
昼食は手作りお弁当です。

一緒に遊ぶこともあります。
 風邪を引いた時には助け合います。

頻繁に帰ります。

頻繁に水道・電気代を気にします。

基本的に簡単なものを作っています。和食屋さん
のバイトがあるときは、まかないを食べています。

課題をしたり、ギターやキーボードを
弾いたりしています。

週に 3日はアルバイトをしています。
ほかの日は次の日の課題をしています。

なんでも自分のペースで行動できるところです。

ラーメン屋さんがオススメです。彦根には気軽に
入れるおいしいラーメン屋さんがたくさんあります。

食事はどうしていますか？ 家でどのように過ごしていますか？

学校周辺でオススメのご飯屋さんが
あれば教えてください。

下宿生のいいところはありますか？放課後は何をしていますか？

なぜ下宿をしているのですか？ 食事はどうしていますか？

同じ下宿先で交流はありますか？ 実家に帰りますか？

下宿生のいいところはありますか？ 下宿生あるあるはありますか？

Q

Q
一部の人とは遊んだりします。

同じ下宿先で交流はありますか？Q

Q

QQ
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QQ

QQ
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A

みなさんは県大生がどのような１日を過ごしているのか、知っていますか？今回の特集では、下宿生と
自宅生のそれぞれの１日に密着し、「下宿生」と「自宅生」のそれぞれの魅力をご紹介します。県大生の
生活を覗いてみましょう！ 
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下宿生
の
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県大生の1日に密着!
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人間関係学科　2年
辰巳佳穂さん
滋賀県出身

寝たり音楽を聴いたりしています。

もらっています。

食堂で食べたり生協ショップで買ったり
自分でお弁当を作ったり色々です。

テレビや動画を見たり音楽を聴きます。

ないけれど事前に親に遅くなることを
伝えれば大丈夫です。

家に帰ればご飯が作られています。

ないです。バイト代を交際費にしたり、
貯金したりしています。

たまに洗濯と洗い物をします。

ありません。
事前に連絡すれば大丈夫です。

帰宅したらご飯がすでにあるところです。あと
自分で家事全部をやらなくていいことです。

電車を乗り過ごしてしまうことです。

買うときもありますが、お弁当の時も
あります。

Q 通学中の電車で何をしていますか？ お昼ご飯はどうしていますか？Q

QQ

QQ

Q

Q

Q

Q

Q

Q

大学はやりたいことができる場所
です！受験を乗り切って一緒に楽
しい大学生活を送りましょう！

高校生にメッセージ 高校生にメッセージ

今のうちに勉強を！

電車で熟睡できるようになる。

洗濯を回したまま干すのを忘れる。

お昼ご飯はどうしていますか？

お小遣いはもらっていますか？ 家でどのように過ごしていますか？

門限はありますか？ 自宅生のいいところはありますか？ 自宅生のいいところはありますか？

お小遣いはもらっていますか？

家事はしますか？

門限はありますか？

自宅生あるあるはありますか？

A
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A

家に人が来て帰った後にさみしい。

家で友達とパーティーをする。最寄駅の直前で目が覚める。
地元だから落ち着く。

下宿生あるある自宅生あるある

自宅生
の
平日

自宅生
の
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自宅生
の
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自宅生
の
休日

生物資源管理学科　2年
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滋賀県出身18
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県大jimanができるまで

インタビューをしていて、自分が予想もしていなかっ
た発見があるかも。（山根）
取材をしていく中で県大の良さ（特に学生、先生方の人柄）
を掘り起こせていけるところ。（吉川）

1. 企画

2. 取材

3. 誌面作成

4. 校正

　原稿・ラフ案をもとに、Illustrator※やPhotoshop※
で誌面を作成します。県大 jiman の見栄えが決ま
る重要な作業で、いかに面白そうに、また楽しそ
うに演出するか工夫を凝らします。
　実際に作ってみると思っていたようにいかず、
結局ラフ案と全く違う構図になることもしばしば。
　スタッフによっては Illustrator を使い慣れてお
らず、苦労することも多いですが、その分やりが
いのある工程です。特に学生企画は、一から自分
たちでデザインしていくので、大変さも、完成し
た時の達成感も大きいです。

　各担当が作成した誌面を数度にかけて全員で
確認します。誤字脱字、内容的な問題点、デザ
イン的な問題点など挙がったポイントは次回の
校正までに修正します。県大の大学院の卒業生
でプロの方にアドバイスを
いただくこともあります。

　初稿と最終稿で大きくデ
ザインが変わることもめず
らしくなく、劇的なビ
フォー & アフターを楽し
めます。

　企画が決定したら次は取材です。取材する
内容や具体的な質問を決めたら、アポを取り、
カメラやボイスレコーダーを手に実際に取材
に行きます。
　取材では、先生方や県大生から興味深い話
を聞くことができます。他学科のことを知る
きっかけになったり、それまでの自分のイメー
ジが変わったりすることもあって、とても楽
しい工程です。
　取材を終えたら、録音した音声から文字起
こしをしたり、取材した内容を整理したりし
て、誌面に載る原稿を作っていきます。

　記事を作るにあたっては、まず企画を考えなく
ては何も始まりません。年に２回発行する県大
jiman では春先と秋頃に企画出しをします。
　編集委員はそれまでに日頃の学生生活からやり
たい企画を考えています。最初の段階なので、か
なり奇抜なアイデアが出ることもあって、会議の
場はとても盛り上がっています。
　もし読者のみなさんでやってほしい企画があれ
ば、ぜひともアンケートに記入してください！も
しかしたらあなたのアイデアが次の企画の案にな
るかもしれませんよ。
　また、企画が固まり次第、どのようなレイアウ
トにするか考え、ラフ案を作成します。

※Illustrator …有料誌面作成用ソフト。県大の多くの PC
にインストールされている。誌面作成の工程で大活躍。
※Photoshop…有料画像編集用ソフト。県大の多くの PC
にインストールされている。画像の切り取りや色調補
正などに使用。

「県大 jiman ができるまで」を見届けたあなた！
県大 jiman に興味が湧いてきましたね？
県大 jiman はまだまだスタッフを募集中です！
編集に興味がある、写真を撮るのが好き、
広報活動をしてみたい、動機は何でもOK！
今こそあなたの発想・着眼点その他諸々を
輝かせるとき！
ミーティングの見学も大歓迎です！
ぜひ県大 jiman にご一報を！
メールアドレス：kendaijiman.tw@gmail.com こだわり Points ！

こだわり Points ！

拙いながらも Illustrator を使って誌
面を理想に近づけていく作業が楽し
いです。（樋口） 文字や図形の位置・形などを変えながら様々なパターン

を考えるラフ案が楽しいです。（岸本）

気になる話題を記事にして読者と共有できちゃう！（小林）

自分の興味あることを掘り下げて知ることができる。（池田）

こだわり Points ！
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生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

南
政
宏
先
生

モ
ノ
の
本
質
価
値
を

デ
ザ
イ
ン
で
追
求
す
る

地
域
に
密
着
し
た
研
究

  

南
先
生
が
研
究
さ
れ
て
い
る
内
容
は
主
に
二
つ

あ
る
。一
つ
目
は
、道
具
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
の
実
践

的
研
究
で
、二
つ
目
は
、地
域
物
産
品
・
地
場
産
業

の
デ
ザ
イ
ン
と
、そ
れ
ら
を
通
じ
て
企
業
価
値
を

あ
げ
る
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
で
あ
る
。

　
道
具
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
で
最
近
行
わ
れ
て
い
る

の
は
、県
産
材
の
コ
ナ
ラ
を
使
っ
た
椅
子
な
ど
の
製

作
で
あ
る
。滋
賀
県
内
で
は
虫
害
で
ナ
ラ
の
木
が

立
ち
枯
れ
し
て
し
ま
う
ナ
ラ
枯
れ
が
発
生
し
て
い

た
。ナ
ラ
枯
れ
し
て
し
ま
っ
た
木
は
こ
れ
ま
で
薪

に
す
る
し
か
用
途
が
な
か
っ
た
。し
か
し
薪
に
す

る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
良
質
な
材
料
も
多

く
、何
か
他
に
用
途
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

S
H
I
G
A

　

C
H
A
I
R（※

１
）を
デ
ザ
イ
ン

し
た
そ
う
だ
。ま
た
授
業
で
は
多
賀
産
の
木
材
を

使
っ
た
鍋
敷
き
な
ど
を
作
る
と
い
っ
た
演
習
課
題

も
出
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
地
域
物
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
で
手
が
け
た
も
の
と

し
て
は
、滋
賀
県
内
の
水
産
企
業
と
老
舗
菓
子
企

業
と
が
共
同
開
発
し
た
、滋
賀
県
の
名
物
で
あ
る

鮒
寿
司
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
パッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
な
ど
が
あ
る
。地
域
に
根
ざ
し
た
商
品
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
を
通
し
て
、地
域
の
価
値
を
向
上

さ
せ
る「
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」に
つ
い
て
も
熱

心
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。

物
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
完
成
ま
で

　
南
先
生
が
物
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
最

も
重
要
に
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
が「
本
質
価
値
の

追
求
」で
あ
る
。売
れ
る
商
品
と
い
う
の
は
、本
質

の
価
値
を
追
求
し
て
い
る
も
の
だ
と
言
う
先
生

が
、デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
最
初
に
考
え
る
こ

と
は
、与
え
ら
れ
た
条
件
に
ヒ
ン
ト
を
探
す
こ
と

だ
。例
え
ば
最
初
に
金
の
缶
詰
が
あ
る
な
ら
ば
そ

の
色
の
特
徴
を
活
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

き
、こ
れ
を
基
本
に
、何
十
種
類
も
模
型
を
作
り

検
討
を
重
ね
て
い
く
そ
う
だ
。

　
ま
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
く
際
に
、重
要
と

し
て
い
る
こ
と
に
、リ
サ
ー
チ
や
、ヒ
ア
リ
ン
グ
が

あ
る
。商
品
を
売
る
に
あ
た
っ
て
は
、客
層
や
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
、値
段
な
ど
の
消
費
者
向
け
の
課
題

と
と
も
に
、開
発
予
算
や
工
場
の
制
約
と
い
っ
た

生
産
者
側
の
制
約
も
あ
る
。そ
の
よ
う
な
条
件
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
に
は
、リ

サ
ー
チ
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
。先
生
は

「
一
般
的
に
デ
ザ
イ
ン
は
飾
り
付
け
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
が
、実
際
は
本
質
価
値
の
追
求
で
あ
り
、頭

を
使
う
仕
事
で
も
あ
り
、感
性
だ
け
で
や
っ
て
い

く
よ
う
な
も
の
で
は
あ
ま
り
な
い
。で
も
み
ん
な

そ
ん
な
ふ
う
に
は
絶
対
思
っ
て
な
い
。」と
仰
っ
て

い
た
。

高
校
生
の
み
な
さ
ん・学
生
に

〝
知
〞 っ
て
ほ
し
い
こ
と

　「
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
、い
ろ
ん
な
場
面
で
果

た
す
役
割
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。同
じ
も
の
で

も
見
せ
方
や
伝
え
方
で
印
象
は
全
然
変
わ
っ
て
き

ま
す
し
、ユ
ー
ザ
ー
の
ミ
ス
も
減
り
ま
す
。デ
ザ
イ

ン
は
絵
が
描
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、私
が
専
門
に
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ディ
ン

グ
で
は
、絵
を
描
く
こ
と
よ
り
も
、ど
の
よ
う
な
価

値
を
作
り
、適
切
に
伝
え
る
か
が
重
要
で
す
し
、道

具
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
使
い
手
の
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
大
事
で
す
。ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
。あ
と
は
大
学

に
入
っ
て
か
ら
の
や
る
気
、前
向
き
な
心
も
大
事

で
す
ね
。絵
が
描
け
な
い
か
ら
と
い
っ
て
ダ
メ
だ
と

思
う
の
で
は
な
く
、知
恵
が
あ
れ
ば
何
と
か
な
る

と
思
い
ま
す
。『
セ
ン
ス
は
知
識
』と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、セ
ン
ス
の
あ
る
人
は
、ま
ず
知
識
が
あ

り
ま
す
。

　
学
生
に
対
し
て
は
も
っ
と
効
率
的
に
動
い
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
ね
。プ
ロ
セ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
で
す
。私
の
歳
に
な
る
と
時
間
が
惜
し
い
で

す
。学
生
は
課
題
に
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
が
、見

て
い
る
と
無
駄
も
多
い
。だ
か
ら
時
間
の
使
い
方

を
大
学
生
の
間
に
身
に
着
け
て
お
く
と
い
い
で
す

ね
。あ
と
学
生
時
代
に
も
っ
と
本
を
読
ん
で
お
い

た
ら
よ
か
っ
た
と
私
は
思
い
ま
し
た
。」

先
生
が
最
近〝
知
〞っ
た
こ
と

　「
色
々
あ
り
ま
す
ね
。ま
ず
は
生
協
の
ミ
ー
ル
シ

ス
テ
ム（※

２
）で
す
ね
。自
分
が
県
大
生
だ
っ
た

と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。あ
と
は
オ
ー
ディ
オ

ブ
ッ
ク（※
３
）で
す
ね
。忙
し
く
て
、本
を
読
み
た

い
と
思
っ
て
も
読
む
時
間
が
な
い
。で
も
オ
ー
ディ

オ
ブ
ッ
ク
を
買
え
ば
運
転
し
な
が
ら
聞
け
る
の

で
、車
で
の
移
動
が
多
い
私
に
と
っ
て
時
間
を
有
効

活
用
で
き
る
の
で
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。今
ま

で
の
時
間
を
損
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。」

（※

１
）S
H
I
G
A

　

C
H
A
I
R
の
企
画・
プ
ロ
　
　

　
　
　
デ
ュ
ー
ス：辻
利
樹
　
ア
ア
ル
ズ

（※

２
）事
前
に
ま
と
め
て
食
費
を
払
い
、一
日
の
利
用
上

　
　
　
限
内
で
、食
堂
や
生
協
シ
ョッ
プ
で
、自
由
に
食
事

　
　
　
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

(※

３)

書
籍
を
朗
読
し
た
も
の
を
録
音
し
た
音
声
コ
ン
テ

　
　
　
ン
ツ
の
総
称
。

→
先
生
が
デ
ザ
イ
ン

　し
た
作
品

　コ
ナ
ラ
の
木
で

←
製
作
し
た
椅
子

南　政宏（みなみ　まさひろ）

滋賀県立大学
生活デザイン学科　助教
（２０１１年４月～現在）
生活デザイン学科　助手
（２００５年４月～２０１１年３月）
環境科学研究科環境計画学専攻
2002 年度修了

TOP AWARDS ASIA 2016 受賞
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し
た
そ
う
だ
。ま
た
授
業
で
は
多
賀
産
の
木
材
を

使
っ
た
鍋
敷
き
な
ど
を
作
る
と
い
っ
た
演
習
課
題

も
出
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
地
域
物
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
で
手
が
け
た
も
の
と

し
て
は
、滋
賀
県
内
の
水
産
企
業
と
老
舗
菓
子
企

業
と
が
共
同
開
発
し
た
、滋
賀
県
の
名
物
で
あ
る

鮒
寿
司
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
パッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
な
ど
が
あ
る
。地
域
に
根
ざ
し
た
商
品
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
を
通
し
て
、地
域
の
価
値
を
向
上

さ
せ
る「
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」に
つ
い
て
も
熱

心
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。

物
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
完
成
ま
で

　
南
先
生
が
物
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
最

も
重
要
に
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
が「
本
質
価
値
の

追
求
」で
あ
る
。売
れ
る
商
品
と
い
う
の
は
、本
質

の
価
値
を
追
求
し
て
い
る
も
の
だ
と
言
う
先
生

が
、デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
最
初
に
考
え
る
こ

と
は
、与
え
ら
れ
た
条
件
に
ヒ
ン
ト
を
探
す
こ
と

だ
。例
え
ば
最
初
に
金
の
缶
詰
が
あ
る
な
ら
ば
そ

の
色
の
特
徴
を
活
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

き
、こ
れ
を
基
本
に
、何
十
種
類
も
模
型
を
作
り

検
討
を
重
ね
て
い
く
そ
う
だ
。

　
ま
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
く
際
に
、重
要
と

し
て
い
る
こ
と
に
、リ
サ
ー
チ
や
、ヒ
ア
リ
ン
グ
が

あ
る
。商
品
を
売
る
に
あ
た
っ
て
は
、客
層
や
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
、値
段
な
ど
の
消
費
者
向
け
の
課
題

と
と
も
に
、開
発
予
算
や
工
場
の
制
約
と
い
っ
た

生
産
者
側
の
制
約
も
あ
る
。そ
の
よ
う
な
条
件
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
に
は
、リ

サ
ー
チ
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
。先
生
は

「
一
般
的
に
デ
ザ
イ
ン
は
飾
り
付
け
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
が
、実
際
は
本
質
価
値
の
追
求
で
あ
り
、頭

を
使
う
仕
事
で
も
あ
り
、感
性
だ
け
で
や
っ
て
い

く
よ
う
な
も
の
で
は
あ
ま
り
な
い
。で
も
み
ん
な

そ
ん
な
ふ
う
に
は
絶
対
思
っ
て
な
い
。」と
仰
っ
て

い
た
。

高
校
生
の
み
な
さ
ん・学
生
に

〝
知
〞 っ
て
ほ
し
い
こ
と

　「
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
、い
ろ
ん
な
場
面
で
果

た
す
役
割
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。同
じ
も
の
で

も
見
せ
方
や
伝
え
方
で
印
象
は
全
然
変
わ
っ
て
き

ま
す
し
、ユ
ー
ザ
ー
の
ミ
ス
も
減
り
ま
す
。デ
ザ
イ

ン
は
絵
が
描
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、私
が
専
門
に
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ディ
ン

グ
で
は
、絵
を
描
く
こ
と
よ
り
も
、ど
の
よ
う
な
価

値
を
作
り
、適
切
に
伝
え
る
か
が
重
要
で
す
し
、道

具
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
使
い
手
の
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
大
事
で
す
。ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
。あ
と
は
大
学

に
入
っ
て
か
ら
の
や
る
気
、前
向
き
な
心
も
大
事

で
す
ね
。絵
が
描
け
な
い
か
ら
と
い
っ
て
ダ
メ
だ
と

思
う
の
で
は
な
く
、知
恵
が
あ
れ
ば
何
と
か
な
る

と
思
い
ま
す
。『
セ
ン
ス
は
知
識
』と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、セ
ン
ス
の
あ
る
人
は
、ま
ず
知
識
が
あ

り
ま
す
。

　
学
生
に
対
し
て
は
も
っ
と
効
率
的
に
動
い
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
ね
。プ
ロ
セ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
で
す
。私
の
歳
に
な
る
と
時
間
が
惜
し
い
で

す
。学
生
は
課
題
に
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
が
、見

て
い
る
と
無
駄
も
多
い
。だ
か
ら
時
間
の
使
い
方

を
大
学
生
の
間
に
身
に
着
け
て
お
く
と
い
い
で
す

ね
。あ
と
学
生
時
代
に
も
っ
と
本
を
読
ん
で
お
い

た
ら
よ
か
っ
た
と
私
は
思
い
ま
し
た
。」

先
生
が
最
近〝
知
〞っ
た
こ
と

　「
色
々
あ
り
ま
す
ね
。ま
ず
は
生
協
の
ミ
ー
ル
シ

ス
テ
ム（※

２
）で
す
ね
。自
分
が
県
大
生
だ
っ
た

と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。あ
と
は
オ
ー
ディ
オ

ブ
ッ
ク（※

３
）で
す
ね
。忙
し
く
て
、本
を
読
み
た

い
と
思
っ
て
も
読
む
時
間
が
な
い
。で
も
オ
ー
ディ

オ
ブ
ッ
ク
を
買
え
ば
運
転
し
な
が
ら
聞
け
る
の

で
、車
で
の
移
動
が
多
い
私
に
と
っ
て
時
間
を
有
効

活
用
で
き
る
の
で
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。今
ま

で
の
時
間
を
損
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。」

（※

１
）S
H
I
G
A

　

C
H
A
I
R
の
企
画・
プ
ロ
　
　

　
　
　
デ
ュ
ー
ス：辻
利
樹
　
ア
ア
ル
ズ

（※

２
）事
前
に
ま
と
め
て
食
費
を
払
い
、一
日
の
利
用
上

　
　
　
限
内
で
、食
堂
や
生
協
シ
ョッ
プ
で
、自
由
に
食
事

　
　
　
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

(※

３)

書
籍
を
朗
読
し
た
も
の
を
録
音
し
た
音
声
コ
ン
テ

　
　
　
ン
ツ
の
総
称
。

→
先
生
が
デ
ザ
イ
ン

　し
た
作
品

　コ
ナ
ラ
の
木
で

←
製
作
し
た
椅
子

南　政宏（みなみ　まさひろ）

滋賀県立大学
生活デザイン学科　助教
（２０１１年４月～現在）
生活デザイン学科　助手
（２００５年４月～２０１１年３月）
環境科学研究科環境計画学専攻
2002 年度修了
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　国内唯一の淡水湖に浮かぶ有人島で
　「学び・交わり・支える」活動を行う

　創立１周年を迎えたイノベーションチームに注目！！！

After School Report

座・沖島

背中に掲げるは
ドドン！と書かれた「沖島」の文字。
琵琶湖を思い出させる青地と

魚が高く跳ねて勢いある白波の裾の法被は
漁師の島で活動する元気な学生の一張羅！！

座・沖島
部員数：25人　活動日： 不定期（月１回定例会）　Twitter：@za_okishima

停泊する漁船と立ち
並ぶ古民家。

昨年の湖風祭の「よそものコロッケ」は

世代を超えた

は国内唯一の淡水湖上の人が住む島。
超高齢地域だが元気なお年寄りが多く、

また漁業が盛んであり、その操業範囲は琵琶湖一円に渡る。
「支えあい・ふれあい」を重んじていて、
島全体がひとつの「家族」であると同時に、

よそから来た人も温かく迎え入れるコミュニティーが残されている。

沖島

大好評で全日完売。美味しく外来魚駆除に大成功！！

どこか懐かしい雰囲
気が漂ってくる。

沖島の人は学生以上に元気ハツラツ！？
仲良しピースサイン v(^^)(^^)v

　
今
回
の
取
材
に
応
じ

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

太
陽
の
よ
う
な
笑
顔
と

人
懐
っ
こ
い
喋
り
口
調

が
魅
力
的
な
近
江
楽
座※

「
座
・
沖
島
」
代
表
の
久

保
瑞
季
さ
ん
（
地
域
文

化
学
科
３
回
生
）で
あ
る
。

　
座
・
沖
島
は
昨
年
６
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の

団
体
で
あ
る
。
月
１
回
の
定
例
会
で
メ
ン
バ
ー
の

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
合
っ
た
り
、
沖
島
で

の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
に
参
加
す
る
の
が
主
な
活
動

だ
と
い
う
。
昨
年
の
大
き
な
成
果
は
「
沖
島
写
真

展
」
の
開
催
で
あ
る
。
島
民
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

じ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
が
島
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
映
し
出
し
た
「
ホ
ン
モ
ノ

の
沖
島
」
を
展
示
し
た
。
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

帰
省
し
て
き
た
人
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー
自
身
に
も

「
沖
島
の
魅
力
」
を
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　「
な
に
ぶ
ん
新
米
団
体
で
す
か
ら
、
昨
年
は
『
島

の
こ
と
を
知
ろ
う
』
と
い
う
目
標
に
奔
走
す
る
の

に
精
一
杯
で
し
た
。
今
年
は
昨
年
の
反
省
を
踏
ま

え
、
学
生
が
沖
島
で
し
て
み
た
い
こ
と
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
」

※

「
大
学
の
総
合
力
」「
教
員
の
専
門
性
」「
学
生
の
行
動
力
」
を
源
に

地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
通
し
て
地
域
社
会
へ
根
付
い
て
い
く
活
動

で
、
こ
れ
ま
で
２
６
５
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

活
動
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
？

　
久
保
さ
ん
は
「
近
江
の
暮
ら
し
と
な
り
わ
い
」

と
い
う
授
業
で
、
島
民
の
活
動
ぶ
り
を
知
る
。
高

齢
な
が
ら
も
元
気
に
活
動
す
る
島
民
の
姿
に
「
若

者
も
動
か
な
あ
か
ん
や
ろ
！
」
と
刺
激
を
受
け
、

団
体
発
足
を
決
意
。
驚
く
べ
き
彼
女
の
行
動
力
は

そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
な
ん
と
今
年
中
に
沖
島

移
住
を
す
る
と
の
こ
と
。

　「
思
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
こ
と
は
、

学
生
の
特
権
で
す
。
そ
れ
に
長
期
活
動
さ
れ
て
る

楽
座
さ
ん
て
、
地
域
が
保
護
者
レ
ベ
ル
で
学
生
を

支
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
な
ら
や
っ
ぱ
り
身

近
で
生
活
し
て
、
信
頼
関
係
を
築
き
た
く
て
！
」

活
動
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
は
？

　「
実
は…

明
確
な
も
の
が
い
ま
い
ち
分
か
ら
な

い
ん
で
す
。
私
は
た
だ
純
粋
に
『
楽
し
い
！
』
っ

て
い
う
気
持
ち
の
ま
ま
に
、
自
分
の
し
た
い
こ
と

し
て
い
る
だ
け
な
ん
で
」

　
久
保
さ
ん
は
苦
笑
し
な
が
ら
答
え
て
く
れ
て
い

た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
私
達
が
知
り
え

る
こ
と
は
多
く
あ
っ
た
。

　
過
疎
・
高
齢
化
が
急
進
す
る
地
域
に
も
若
者
を

魅
了
す
る
要
素
が
あ
る
こ
と
。「
つ
な
が
り
」
が

地
域
や
人
間
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
。
地
域
が
学

生
の
自
己
実
現
の
場
所
で
あ
る
こ
と
。

　
な
に
よ
り
久
保
さ
ん
の
課
題
を
見
つ
め
る
洞
察

力
や
、
団
体
発
足
か
ら
移
住
に
至
る
大
胆
な
ま
で

の
積
極
性
は
、
是
非
と
も
見
倣
う
べ
き
要
素
で
あ

り
彼
女
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　「
侮
る
べ
か
ら
ず
田
舎
で
す
！
私
も
都
会
か
ら

滋
賀
に
来
て
『
田
舎
の
大
学
な
ん
て
嫌
や
な…

』

と
思
っ
て
ま
し
た
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
だ

か
ら
こ
そ
『
学
生
ら
し
い
・
学
生
だ
け
の
チ
ャ
ン

ス
』
が
転
が
っ
て
る
ん
で
す
」

　
島
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
活
動
で
は
な
く
、
島

民
に
な
っ
て
島
民
あ
り
き
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
沖
島
に
笑
顔
と
元
気
を
お
裾
分
け
す
る

「
座
・
沖
島
」。
今
後
の
活
動
が
、
沖
島
を
は
じ
め

課
題
を
抱
え
る
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
礎
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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information

受
賞
・
表
彰

教
員

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
南　
政
宏
助
教

　

 
Topaw

ards Asia

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
【
教
員
】
山
田　
歩
助
教
・
藤
木　
庸
介
准
教
授

　
【
学
生
】
三
輪　
あ
さ
ひ
（
4
年
）

　
　
第
31
回
全
日
本
Ｄ
Ｍ
大
賞　
グ
ラ
ン
プ
リ

学
生
（
学
年
は
受
賞
時
点
）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
岡
田　
千
穂
（
3
年
）

　
　

 

か
ご
し
ま
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
６

　
　
奨
励
賞

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
坂
口　
亜
弥
（
1
年
）

　
　

 

み
ん
な
で
シ
ェ
ア
す
る
エ
コ
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
「
チ
エ
コ 

２
０
１
６
」　
リ
エ
コ
賞

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
林　
晶
（
3
年
）

　
　

 

第
5
回 

Ｏ
Ａ
Ｃ
学
生
ア
イ
デ
ア
で
社
会
を
よ
り

よ
く
す
る
コ
ン
テ
ス
ト　
グ
ラ
ン
プ
リ

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
保
科　
真
喜
子
（
4
年
）

　
　

 

デ
ザ
イ
ン
女
子
№
1
決
定
戦
２
０
１
７

NAGOYA

　
　

 

イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門　

特
別
賞

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

　
川
俣　
遼
悟
（
１
年
）

　
　

 

日
本
機
械
学
会
関
西
支
部
定
時
総
会
講
演
会

　
　
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　
木
澤　
悠
大
（
４
年
）

　
中
村　
寛
望
（
４
年
）

　
　
日
本
機
械
学
会
関
西
学
生
会

　
　
平
成
28
年
度
学
生
員
卒
業
研
究
発
表
講
演
会

　
　
Ｂ
Ｐ
Ａ

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
山
本　
彩
乃
（
3
年
）

　
　

 （
一
社
）
日
本
繊
維
機
械
学
会
・
繊
維
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
研
究
会
主
催
の
第
4
回 

繊
維
リ

サ
イ
ク
ル
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン　

最
優
秀
賞

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
小
木
曽　
の
ぞ
み
（
3
年
）

　
　

 （
一
社
）
日
本
繊
維
機
械
学
会
・
繊
維
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
研
究
会
主
催
の
第
4
回 

繊
維
リ
サ
イ

ク
ル
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
　
カ
ト
ー
テ
ッ
ク
特
別
賞

環
境
動
態
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

　
宋　
培
学
（
２
年
）

　
　
第
81
回
日
本
陸
水
学
会　
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

環
境
動
態
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

　
高
橋　
祥
尚
（
２
年
）

　
　
第
81
回
日
本
陸
水
学
会　
優
秀
口
頭
発
表
賞

環
境
動
態
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

　
宋　
培
学
（
２
年
）

環
境
動
態
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

　
稗
田　
真
也
（
２
年
）

　
　

 17th International Sym
posium

 on 
River and Lake Environm

ent and 3rd 
International Sym

posium
 on Aquatic 

Botany

　
　

student poster presentation aw
ard

卒
業
生
・
修
了
生

環
境
動
態
学
専
攻
（
２
０
１
５
年
度
修
了
）

　
渡
部　
俊
太
郎

　
　

Plant Species Biology

誌

　
　
２
０
１
６
年
度
最
優
秀
論
文
賞

そ
の
他
（
ク
ラ
ブ
＆
サ
ー
ク
ル
）

吹
奏
楽
部

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
金
賞
（
滋
賀
代
表
選
出
）

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部

　
彦
根
市
体
育
協
会
表
彰
（
優
秀
団
体
・
選
手
）

人
事

着
任　
平
成
29
年
4
月
１
日
付

廣
川　
能
嗣

理
事
長

山
根　
浩
二

理
事
（
研
究
・
評
価
担
当
）

田
端　
克
行

理
事
（
地
域
連
携
担
当
）

河
野　
益
美

人
間
看
護
学
部　
教
授

瀧　
健
太
郎

環
境
科
学
部　
准
教
授

加
藤　
真
一
郎

工
学
部　
准
教
授

土
谷　
亮

工
学
部　
准
教
授

大
野　
光
明

人
間
文
化
学
部　
准
教
授

工
藤　
慎
治

環
境
科
学
部　
助
教

鈴
木　
一
正

工
学
部　
助
教

井
上　
敏
之

工
学
部　
助
教

後
藤　
崇
志

人
間
文
化
学
部　
助
教

松
井　
宏
樹

人
間
看
護
学
部　
助
手

濱
野　
裕
華

人
間
看
護
学
部　
助
手

中
嶋　
　
毅 

事
務
局 

次
長

吉
野　
謙
一 

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ 

統
括

北
川　
雅
彦 

学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ 

副
参
事

熊
谷　
裕
二 

財
務
グ
ル
ー
プ 

主
幹

山
奥　
桂
司 

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ 

主
幹

有
田　
高
志 

地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ 

副
主
幹

鷲
田　
　
享 

地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ 

主
査

日
比　
大
希 

財
務
グ
ル
ー
プ 　
主
事

所
属
替
え　
平
成
29
年
4
月
1
日
付

堀
江　
由
視　
総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
教
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

竹
村　
香
織　
総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

田
中
真
理
子　
財
務
グ
ル
ー
プ

 

（
地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

橋
本　
　
惇　
学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ

 

（
財
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

中
嶋　
崇
裕　
教
務
グ
ル
ー
プ

 

（
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

退
職　
平
成
29
年
3
月
31
日
付

大
田　
啓
一 

理
事
長

柴
田　
克
己 

人
間
文
化
学
部 

教
授

大
橋　
松
行 

人
間
文
化
学
部 

教
授

森　
　
　
敏 

人
間
看
護
学
部 

教
授

栗
田　
　
裕 

工
学
部 

教
授

竹
下　
秀
子 

人
間
文
化
学
部 

教
授

山
田　
博
子 

人
間
看
護
学
部 

助
教

本
岡　
夏
子 

人
間
看
護
学
部 

助
教
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平
成
29
年
４
月
、「
地
域
ひ
と
・
モ
ノ
・
未
来
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
！

１
．
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
で
は
、
平
成
29
年
4
月
1
日
よ
り
、

地
域
の
み
な
さ
ま
と
共
に
、
I
C
T
化
手
法
に
よ
る
地

域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
、
工

学
部
に
「
地
域
ひ
と
・
モ
ノ
・
未
来
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
滋
賀
県
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
基

盤
と
し
て
、
環
境
・
健
康
福
祉
・
観
光
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
情
報
を
高
度
情
報
通
信
技
術
に

よ
っ
て
解
析
・
連
携
・
共
有
化
し
て
、
そ
の
成
果
と
し
て

安
心
・
安
全
な
社
会
モ
デ
ル
を
「
滋
賀
モ
デ
ル
」
と
し
て

提
案
し
、
全
国
へ
の
発
信
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
数
理
モ
デ
ル
・
情
報
解
析
能
力
を
習
得
し
た

学
生
の
養
成
や
、
地
域
産
業
・
地
域
問
題
解
決
へ
向
け

た
社
会
人
養
成
・
学
び
直
し
な
ど
、
地
域
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

中
核
を
担
う
人
材
の
育
成
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

 

２
．
目
指
す
研
究
内
容

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）」
を
核
に
据
え
た
取
り

組
み
と
す
る
た
め
、
工
学
部
に
設
置
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
環
境
科
学
部
・
人
間
文
化
学
部
・
人
間
看
護

学
部
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
特
色
の
学
部
を
持

つ
滋
賀
県
立
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

部
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
連
携
・
学
部
横
断
的
な
研
究
・

教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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３
．�今
後
想
定
さ
れ
る
、
地
域
産
業
創
出
の
取
り
組
み

（
１
）
ス
マ
ー
ト
農
業

　 
　
新
規
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
見
え
る
化
や
省
力
化
、
あ
る
い
は
自
動
化
や
収
入

の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
　（
研
究
イ
メ
ー
ジ
の
例
）

　
　 

　
気
象
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
た
天
候
予
測
、
米
・

地
場
作
物
の
新
規
の
栽
培
方
法
の
検
討
デ
ー
タ
蓄

積
、
生
育
診
断
法
の
客
観
的
見
守
り
手
法
の
開
発
、

そ
れ
ら
に
必
要
な
セ
ン
サ
ー
機
器
等
の
開
発
に
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
農
業
の
情
報
化
に
か
か
わ

る
実
践
教
育
に
繋
げ
て
い
く
。

（
２
）
ス
マ
ー
ト
看
護

　 

　
新
規
の
健
康
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
、

未
来
予
測
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
見
え
る
化
、
少
人
数
化
、

自
動
化
を
図
り
ま
す
。

　
　（
研
究
イ
メ
ー
ジ
の
例
）

　
　 

　
訪
問
看
護
記
録
の
ク
ラ
ウ
ド
化
と
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
看
護
業
務
の
効
率
化
、
画
像
解
析
・

セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
た
遠
隔
で
の
状
態
見
守
り
等

の
研
究
を
構
想
し
、
そ
の
成
果
を
訪
問
看
護
と
連

動
し
た
実
践
教
育
に
繋
げ
て
い
く
。

（
３
）
ス
マ
ー
ト
観
光

　 

　
情
報
循
環
型
の
観
光
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
、

資
源
・
集
客
効
果
の
見
え
る
化
、
新
た
な
観
光
資
源

の
開
発
を
図
り
ま
す
。

　
　（
研
究
イ
メ
ー
ジ
の
例
）

　
　 

　
史
跡
で
の
V
R
（
仮
想
現
実
）
や
A
R
（
拡
張

現
実
）
の
技
術
を
用
い
た
疑
似
体
験
や
、
史
跡
・

景
勝
地
等
へ
の
観
光
客
動
態
調
査
の
た
め
の
新
規

手
法
開
発
に
よ
る
新
た
な
観
光
情
報
分
析
に
取
り

組
み
、
そ
の
成
果
を
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
授

業
な
ど
に
繋
げ
て
い
く
。

　
い
ず
れ
の
分
野
で
も
、
そ
れ
ら
の
知
識
・
技
術
を
習

得
し
た
人
材
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
中
核
に
携
わ
る

人
材
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

４
．
関
連
行
事
の
実
施

（
１
）
セ
ン
タ
ー
開
所
式　
平
成
29
年
4
月
3
日
（
月
）

　 

　
セ
ン
タ
ー
の
開
所
に
伴
う
式
典
を
開
催
し
、
セ
ン

タ
ー
銘
板
の
除
幕
式
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
２
）�

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
平
成
29
年
5
月
31
日
（
水
）

　 

　
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、

平
成
29
年
5
月
31
日
（
水
）
に
滋
賀
県
立
大
学
交
流

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　 

　
当
日
は
、
酒
井
道
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
研
究
活
動
内

容
の
紹
介
が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
京
都
大
学
学
術
情
報

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
中
村
裕
一
教
授
、
立
命
館
大
学

情
報
理
工
学
部
の
島
川
博
光
教
授
、
西
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
研
究
開
発
セ
ン
タ
の
笹
田
国
博
部
長
に
よ
る

特
別
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 

　
ま
た
、
特
別
講
演
を
い
た
だ
い
た
方
々
、
滋
賀
大

学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
竹
村
彰
通
学
部
長
、

滋
賀
経
済
同
友
会
の
北
幸
二
代
表
幹
事
、
原
田
滋
賀

県
情
報
政
策
課
長
も
交
え
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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0 2 1
滋賀県立大学広報誌

特集 2

県大生の1日に密着!県大生の1日に密着!

県大jimanができるまで県大jimanができるまで

特集1

突撃!! jimanな先生 : 南政宏助教

After  School Report   : 座・沖島

News : 地域ひと・モノ・未来情報研究センター特集

突撃!! jimanな先生 : 南政宏助教

After  School Report   : 座・沖島

News : 地域ひと・モノ・未来情報研究センター特集

７月 08日

 12日

 15日

 17日

 22日

 23日

 25日

 29日

 31 -８月04日

８月 05日

 07-09日

 18-20日

 22日

 24日

 25日

９月 06-08日

 13-15日

 25日

 26日

 27日

 27日

 28日

10月 06日

 12日

 13日

 18日

 21日

 25日

11月 04日

 07-08日

 10日

 11日

 12日

 13日

 22日

 26日

12月 02日

 06日

 16日

 20日

 26日

１月 05日

 09-11日

 12日

 13日

 14日

 16-18日

調整期間（水曜日授業の補講等）

第 5回就職セミナー（業界研究セミナー）

調整期間（木曜日授業の補講等）

調整期間（月曜日授業の補講等）

オープンキャンパス

オープンキャンパス

調整期間（火曜日授業の補講等）

調整期間（金曜日授業の補講等）、前期授業終了

前期定期試験

夏季休業開始

調整期間（集中講義）

地域活動実践ターム

大学院入学試験（人間文化学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（工学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（工学研究科博士後期課程）

調整期間（集中講義）

調整期間（集中講義）

大学院入学試験（環境科学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（環境科学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（環境科学研究科博士後期課程）

夏季休業終了

後期授業開始

第 6回就職セミナー（就職活動本番準備セミナー）

大学院入学試験（人間文化学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（人間文化学研究科博士前期課程）

第 7回就職セミナー（業界研究セミナー）

保護者向け就職説明会

大学院入学試験（人間看護学研究科修士課程）

第 8回就職セミナー（ES対策セミナーと模擬テスト）

第 9回就職セミナー（全国一斉WEB模擬試験）

大学祭前日準備（全学休講）

大学祭「湖風祭」

大学祭「湖風祭」

大学祭後片付け（全学休講）

第 10回就職セミナー（冬のインターンシップの選び方）

特別選抜試験

TOEIC-IP テスト

第 11回就職セミナー（ビジネスマナー講座）

第 12回就職セミナー（面接対策とGD対策）

第 13回就職セミナー（学内業界研究会事前説明会）

冬季休業開始

冬季休業終了

調整期間（集中講義）

センター試験前日準備（全学休講）

大学入試センター試験

大学入試センター試験

学内業界研究会


